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はじめに
中国語は難しい。第二外国語として中国語を選択した多くの日本人学生が、
学習を開始する前から、先入観からそのような声を上げる。いざ勉強をはじめ
ると、苦手意識が取り除かれるどころか、ピンインや語順でどんどん躓き、入
門段階で心が折れる。これは教える側としてどうしても避けたい場面に違いな
い。
本稿では、そういった日本語を母語とする中国語初心者１）がまず遭遇しやす
い初歩的な課題を選び出し、学習者の誤解答を通して、効果的な対応策を探っ
てみたい。学習者は中国語の練習問題を解く際、母語の影響で様々な誤解答を
呈する。その誤解答こそ、教授・学習への示唆が富んでいる。それらの誤解答
に共通点や類似点がないか、その原因や理由が何か、対応上どういったところ
に力を入れるべきか。学習者の誤解答傾向を事前に把握することで、より的確
な対応ができると考えられる。
中国語の誤解答や誤用事例に関する先行研究は少なくないが、発音や個別の
文法項目を取り上げ、理論的に究明する論文が多いものの、基礎部分を実践的
に取りあげるものはさほど多くない。以下は、その基礎部分のピンインおよび
いくつかの文法項目に焦点を当て、典型的な誤解答実例２）を抽出しながら、初
心者にも伝わるような簡明な解説法がないかを探る。これを通して、わかりや
すい中国語の入門指導をめざしたい。
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1　ピンイン学習における誤解答
本章では、学習者がピンインを学習していく上で生じる問題について、声調、
母音、子音ごとに、学習者の誤解答を見ていきたい。
1．1　声調
中国語には四つの基本声調と軽声がある。また高低、上がり下がり、曲調と
直調、長短、軽重の別も存在する。1 声「̶」、2 声「／」、4 声「＼」は直調で、
3 声「∨」は曲調である。3 声は一番長く、4 声は一番短い。軽声は軽く短く、
上がり下がりの変化がない。
声調は平らな日本語にない要素であるため、初心者はまず声調の発音や聞き
分けに苦労する。
誤解答実例：
上記の誤解答でわかるように、3 声と 2 声、4 声、及び 1 声と 2 声の混同がよ
く見受けられる。その原因として、各声調本来の長さや高さを十分に把握して
いない点にあると考えられる。
長さでいえば、長い 1 声と 3 声は短い 2 声と 4 声の倍の長さをキープする必
要がある。高さでみれば、2 声は日本語の疑問文の語尾の「か」、4 声は肯定の
返事をする場合に使う「はい」を連想すればイメージしやすい。その「か」と「は
い」を誇張された形ではっきり上げるか下げれば、中国語の 2 声と 4 声の音調
に近づくことができる。
また 4 つの声調のうち、特に 3 声は抑揚が必要とされるため、初心者はたい
てい苦労する。その抑揚は、ただ 3 声の標記「v」通りに単純に下がって上がる
・問題：発音を聞いて、声調記号をつけてみよう。
　正 ǎ誤 á、正 á誤 ǎ、正 ā誤 á、正 á誤 ā
・問題：音声を聞いて、聞いた単語に○をつけなさい。
　正 mǎicài（买菜）　誤 màicài（卖菜）
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のではない点について、初心者に説明する必要がある。徐世栄（1980）は 3 声
の調値を 2114 と解釈している。その「2114」の調値を長さと高さの両面で理解
することができる。長さでいうと、下がる前半の長さ「211」は声調全体の 3/4
を占め、上がる後半はわずか 1/4 にすぎない。また高さでみれば、まずやや下
がり、しばらく低い 1 の調値で保ってから上がる。低く平らな 1 調値の部分が
見落とされやすいが、実際には 3 声の基調をなしている。
要するに、四つの声調の特徴として、1 声は十分な長さをキープし、2 声と 4
声ははっきり短く、2 声は上がりきり、4 声は下がりきる、また 3 声は下がって
しばらく低平調をキープしてから上がることが上げられる。初心者に中国語の
声調を教える際に、このように各声調の長さと高さの両方面に重点を置き、そ
れぞれ明確に区別できるように詳しく解説する必要がある。
1．2　母音
この節では、単母音、複合母音、鼻音ごとに見ていく。
1）単母音 a o e i u ü
六つの単母音のうち、a、o、i、u が日本語のア、オ、イ、ウに似ているため、
初心者にとって比較的覚えやすい。しかし発音するとき、日本語よりも口を大
きく開け、口周りの筋肉全体を使う必要がある点においては、日本語と違う。
残りの e、ü は日本語にない発音で、特に解説や練習が必要とされる。
誤解答実例：
・問題：音声を聞いて、単母音と声調を書き取ってみよう。
　正 q（ù）誤 q（ì）、正 k（ě）誤 k（ǔ）、正 f（ó）誤 f（ú）、正 n（㵷）誤 n（ǐ）
　正 ch（ī）誤 ch（ū）、正 sh（í）誤 sh（ú）
・問題：音声を聞いて、聞いた単語に○をつけなさい。
　正 jìlù（记录）誤 jìl㵸（纪律）
・問題：音声を聞いて、ピンインを書き取りなさい。
　正 l㵸　誤 rì、正 wǔ　誤 wǒ
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上記の誤解答を見てみると、間違い方は主に 3 つのパターンにまとめること
ができる。
（1）o、u、e の混同
e と違い、o、u は初心者にとってもなじみのある発音であるが、日本語の影
響で顎や唇の動きが不十分なため、明確に区別できなかったことが、混同の原
因の一つだと考えられる。o は「オ」よりも顎を縦長に開き、縦長の O の口型
を作る必要がある。u は「ウ」よりも口をすぼめて唇を前に突き出さなければ
ならない。顎の使い方や唇の形において、日本語の発音とどう違うか体得する
必要がある。
一番難しいのが「e」の発音である。日本語に存在しない母音のため、日本語
話者にとってはあいまいな音に聞こえ、認識することが難しい。それゆえ、近
似の母語の母音で発音しがちである。例えば、「哥哥（gēge）」の場合「ガァーガァ」
と、「我们（wǒmen）」の場合「ゥオメェン」と発音してしまう。筆者が実際初
心者にその発音のコツを説明する際、いろいろな方法を試したが、「口をポカー
ンと少し開けて喉の奥から音を出す」と説明して練習させた場合、一番効果が
現れた。
（2）i、u、ü の混同
a、o と違って、i、u、ü は口を大きく開かないため、区別がつきにくい。特
に ü は e と同じく日本語に存在しないため、初心者の耳には i や u に聞こえて
しまう場合がある。ü を発音するコツとして、口を日本語の「ゆ」（yu）を発音
する時の形をベースに更にすぼめて「イ」を発音すること。その説明通りに試
した初心者は、比較的 ü に近い音をアウトプットできた。
i で笑い、u でろうそくを消し、ü で口笛を吹く。このようにイメージすれば、
各口型の微妙な違いも体得しやすくなるであろう。
（3）zi、ci、si、zhi、chi、shi の中の i
zi、ci、si、zhi、chi、shi の中の i は同じ「i」と表記されるが、実際には発音
が単母音の i とは異なる。si は日本語の「ス」、zi は「ツ」（無気音）、ci は「ツ」
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（有気音）を、日本語よりも口を横に引いて、つまり中国語の母音「i」の口型
でいうのが発音のコツである。それらを更に舌を曲げたまま発音すると zhi、
chi、shi になる。日本語の su、zu、tsu と音や発音の仕方が近いため、その中
の母音「i」が「u」と間違われやすい。それを回避するため、ピンイン zi、ci、
si、zhi、chi、shi と zu、cu、su、zhu、chu、shu の読み比べや聞き分け練習を
強化する必要があるであろう。
単母音はピンインの基本を成しており、その習得が不十分だと、ピンイン全
体の習得や正しい発音の定着を防げる原因にもなる。完全にマスターさせるた
めには、各単母音の口型をよく体得させ、混同しやすい単母音同士を反復練習
で区別するように指導することが肝要であろう。
2）複合母音
単母音を二つか三つを組み合わせれば複合母音となる。しかし、複合母音は
実際の発音が単母音を単純に羅列するものではないため、初心者にはややこし
く感じられる部分がある。特に母音の e は複合母音の中に現れる場合、単母音
の時と違って音が変わる。日本語の「エ」に近い発音をする点について、注意
する必要がある。ほかにも初心者の誤解答から、いくつかのパターンが現れて
いる。
誤解答実例：
まず言えるのは、複数の母音のうち一つを抜いて解答する例が多い。iao、
iou、ia の i、または uai、uo の u、または ou の o が抜けている。ほかには、üe
・問題：音声を聞いて、複合母音を書き取りなさい。
　正 iao 誤 ao、正 ia 誤 a、正 i（o）u 誤 ou
・問題：音声を聞いて、聞いた複合母音に○をつけなさい。
　正 běi 誤 bǎi、正 qi（o）ú 誤 qiáo、正 huái 誤 hái
・問題：音声を聞いて、ピンインを書き取りなさい。
　正 huǒ 誤 hǒ、正 kuài 誤 kài、正 gǒu 誤 gǒ/gǔ、正 li（o）ù 誤 liào
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と ie、ei と ai、ou と ao といった、共通する母音を持つ複合母音同士も混同さ
れやすい。その原因は何か。
複合母音は、強く長く発音される主母音と、主母音の前か後で軽く発音され
る介音か韻尾から成っている。その組み合わせ方で複合母音を分類すると三種
類がある。主母音＋韻尾の ai、ei、ao、ou と、介音＋主母音の ia、ie、ua、uo、
üe と、介音＋主母音＋韻尾の iao、iou、uai、uei である３）。主母音に気を取ら
れて介音や韻尾を漏れたり間違えたりしやすい。誤解答で抜けている母音はす
べて介音か韻尾である。また üe と ie の場合、主母音は両者ともに e である上、
介音の ü と i も近似のため、混同されやすい。ei と ai、ou と ao の場合は、前
後の介音、韻尾が同じく i、o である上、主母音の e-a、o-a についても口型が近
いのが、区別しにくい要因だと考えられる。
ゆえに、複合母音を学習する際、介音、主母音、韻尾といった各要素の強弱
を意識して練習し、上記でまとめたような、同様または近似の主母音を持つ複
合母音同士の読み比べや聞き比べの練習は、効果的であろう。
3）鼻音
鼻音は、韻尾に n がつく前鼻音と、ng がつく後鼻音の 2 種類がある。その前
後鼻音の使い分けは、一部のネイティブにとっても容易ではない。
誤解答実例：
ここで見える間違いのパターンは、前後鼻音の混同のほか、近似の主母音や
介音による誤解答も少なくない。特に an と ang の区別が日本語話者にとって
は難しい。
まず前後鼻音の発音のコツを考えてみよう。これまでは、日本語の「案内」
・問題：音声を聞いて、鼻音を伴う母音を書き取りなさい。
　正 eng 誤 ong、正 in 誤 ün/ing、正 ing 誤 iong/in
・問題：音声を聞いて、聞いた発音に○をつけなさい。
　正 qián 誤 qiáng、正 quán 誤 qún
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と「案外」の区別で説明されることが多いが、この二つの違いは舌の位置である。
「案内」の an は舌が口内の上につくが、「案外」の ang は舌がどこにもつかない。
前後鼻音を言い分けるとき、後続の文字を「内」か「外」で発声するつもりで
舌を準備しておくのが一つの手である。
-n と -ng を区別できたら、次に主母音を正しく発声しないといけない。an と
ang は綴り上、同じ主母音の a であるが、実際の音は違う。an の場合、a は単
母音のときと違い、口の形を横に広げて発音する必要がある。それに比べ、
ang は単母音 a の要領で口を上下に広げて発音する。筆者は授業中、この口の
形と、前述した舌の位置の違いを学生に体験させることで、正しい発音に近づ
けてもらうことができた。
また、複合母音の学習と同じ要領で、主母音の正しい発音や、介音と主母音
の強弱に注意しながら、鼻音の読み聞き比べを行うことで、上記のような誤解
答は回避できると考えられる。
1．3　子音
中国語の子音は一見、日本語や英語のアルファベット表記でなじみのあるも
のが多いが、日本語話者にとっては全く聞いたことのない発音、似ているが実
は違う発音、またはほぼ日本語や英語と同じ要領でアウトプットできる発音の
三通りある。習得するのに一番苦労するのがやはり前の二者であろう。
誤解答実例：
・問題：音声を聞いて、子音を書き取ってみよう。
　 正（j）ǔ 誤（zh）ǔ、正（zh）ī 誤（j）ī、正（b）ó 誤（p）ó、正（r）ù 誤（l）ù
・問題：音声を聞いて、ピンインを書き取りなさい。
　正 cù 誤 tù、正 hē 誤 fē、正 qì 誤 chì、正 l㵸 誤 rì、正 xuě 誤 shuě
・問題：音声を聞いて、聞いた発音に○をつけなさい。
　正 jīntiān 誤 qíngtiān、正 xīwàng 誤 shīwàng、正 sìshí 誤 shísì
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（1）そり舌音
まず zh、ch、sh、r といった「そり舌音」は、日本語にないがゆえに、日本
語話者には雑音にしか聞こえず、認識してもらいにくい。その発音の仕方につ
いて、市販のテキストや解説書でもよく取り上げられているが、ここには、筆
者が実践し、効果が実感できた教授法を紹介したい。
そり舌音の場合も、舌の使い方と口の形の二点で学習者に向けて解説を試み
た。まず、実際の舌の使い方として、呼び名の「そり舌音」ではなく、「ひき舌
音」のほうがより的確であろう。つまり、舌をそるよりも、奥へ縮こまって引っ
込んでいるように感じられる。次に、顎ではなく、上下の唇自体を上下に広げ
て四角い口型を作る。このように口と舌が準備できたら、日本語の「ツ」（無気
音）、「ツ」（有気音）、「ス」、「ル」を言うつもりで発声してみれば、zh、ch、
sh、r となる。
そり舌音以外については、以下のリストで示したように、ほぼ日本語の仮名
にも同じ子音要素が入っているが、表記や発音の仕方において、日本語と微妙
な違いがあるため、間違われやすい。下記のリストで詳しく見比べてみよう。
（2）無気音 b、d、j、z、g と有気音 p、t、q、c、k の混同
これらの子音について、日本語の場合は、清濁の違いしかないが、中国語の
場合は、清音同士を有気か無気で区別する必要がある。網かけの b、d、j、z、
g といった 5 つの子音は、日本語では濁音で発音するが、中国語では清音かつ
無気で発音しなければならない。日本語の促音「っ」の入った単語の発音と同
日本語
の仮名 わ行 ら行 や行 ま行 は行 な行 た行 さ行 か行
w（わ） l（ら）* y（や） m（ま）h（は） n（な） t（た） s（さ） k（か）
f（ふ） q（ち） x（し） g（が）
p（ぱ） c（つ） j（じ）
b（ば） d（だ） z（ず）
*「ら」は日本語で ra となるが、発音が中国語のそり舌音の「r」より「l」に近いため、こ
こには「l」と表記する。
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じ要領である。上記の無気音は、それぞれ「かっぱ」、「買った」、「タッチ」、「三
つ」、「ネック」と声を出して言えば、中の「ぱ」、「た」、「チ」、「つ」、「ク」の
発音の仕方で体得できる。なお、「かっぱ」と「パパ」を読み比べ、「ぱ」と「パ」
の違いを体感すれば、無気音 b と有気音 p の区別もわかりやすくなる。
（3）有気音同士 c と t、q と c または ch
リストの「た」の列でわかるように、上記の有気音 c、t、q は日本語の場合、
すべてタ行の仮名にも現れている。日本語ではどれも「t」で表記するが、中国
語では 3 つの違う有気音となる。その点に気をつけば、有気音同士の混同は避
けられるであろう。
（4）f と h、l と r の混同
f と l は日本語に似たような音があるが、そのまま発音されると h、r と混同
されやすい。両者の違いについて、また口の形や舌の使い方で説明すればよい。
f は「ふ」と違って、上の歯で下唇のやや内側を軽く噛む必要がある。l は「ら」
と違って、舌先を前歯の裏側の付け根あたりに置かなければならない。
（5）c、q、x と英語との混同
上記の三つの子音は、日本語の仮名表記には使われていないが、中国語と英
語にはある。英語ではそれぞれ /k/、/k/、/ks/ と発音するため、英語を第一
外国語として長年の学習経験を持つ中国語初心者は、英語の発音で中国語の子
音を発音しがちである。その点についても、教員は注意すべきであろう。
上述のように、日本人初心者にとって、発音は中国語を習得する上で第一の
難関のように見えるが、口の形と舌の位置その二点さえ抑えておけば、発音す
るときまず口と舌を準備し、それからなじみのある日本語の発音で音を出して
みる。それも、発音上達の近道の一つかもしれない４）。発音に苦闘する中国語
初心者に、鏡やスマートフォンの音声入力機能などを活用して、読み比べ練習
で自分の発音をチェックするように勧めてもよかろう。
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2　文法項目における誤解答
ここには、中国語初心者がテキスト学習でまず混乱しやすいと思われる基本
的な文法項目をいくつか抽出し、初心者にとって難解な理論を避け、肯定文と
疑問文を切り替える方法でわかりやすく説明する方法を試みる。
2．1　「是」と「叫」
誤解答実例：
テキスト学習で最初に触れる動詞述語文。その動詞のうちにまず出番となる
のは「是」である。その最も基本的な使い方として、文法書や参考書でよく紹
介されたのは、『A 是 B』（A は B である）といった、主語と目的語の名詞をイコー
ルでつなぐ働きである（相原等 1996）。実際の教育現場でも、「是」の意味につ
いてはおおむね、日本語の文型「～は～だ / です / である」で解説されている。
このような説明を受けた初心者は、上記の誤解答を出すだろう。もし例題は同
じ意味で、「彼の名前は何と言いますか」で出題される場合、「是」ではなく、「叫」
（～と呼ぶ）で回答される可能性が高い。日本語原文が「～は～です」という構
文から、中国語に訳す場合、述語部分の動詞として自然に「是」を選んだと考
えられる。
では、なぜ正しい手順を踏まえて作成した「他是什么名字？」は、中国語と
して非文となるのか。初心者に納得のいく解釈の仕方を試みた。
問題の文が疑問詞疑問文であるが、もし肯定文であれば、「是」が使えるかに
ついて考えてみる。簡単に肯定文に直すと、例えば「彼は鈴木です」という文
としよう。中国語に置き換えれば、「他是铃木」となる。ここには「～は～です」
と「是」の置き換えに全く問題がない。
・問題：次の文を中国語に訳しなさい。
　彼は何という名前ですか。
　正：他叫什么名字？　誤：他是什么名字？
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一方、「彼は鈴木です」に対して疑問詞疑問文で質問すると、必ず「彼は誰で
すか？」となる。つまり、中国語では「他是谁」という質問文である。姓と名
を尋ねるのでなく、人物を特定する意味となる。即ち、「他是什么名字？」が非
文である理由は、中国語で名前を尋ねる場合、使える動詞が「叫」に限る、と
いうルールに違反したところにある。
中日辞典で「名字」という項目の例文を調べても、人の名前に限らず、事物
の名や名称を言う場合もすべて「叫」という動詞が使われている（相原 1998）。
つまり、中国語で「名字」という名詞を学習するとき、「叫～名字」のように固
まりとして覚えなければならない。
英語で動詞を学ぶ際にも、後に付く前置詞も一緒に覚えないとその動詞が使
い物にならない。いわゆる「コロケーション」（中国語では「固定搭配」）という、
外国語学習上、文法に次ぐ肝要な要素である。要するに、初心者は中国語で文
を作成する際に、文法上のルールに従って機械的に日→中に置き換えがちであ
るが、完成した中文を中国語の「固定搭配」にも照準し、正しいか否かを再確
認する必要がある。その一方、教員は「具体的な語や文の例を豊富に学習者に
与え、その上で文法が自力で容易に帰納できるような手助けをすることが重要
である」（荒川洋平等 2009）。
2．2　「有」と「在」
誤解答実例：
「有」と「在」は、所在の意味を表す場合、両方とも「ある / いる」という日
本語に対応するため、日本語話者にとっては紛らわしい。更に場所を表すために、
名詞の後の方位詞が不可欠の場合もあり、一段と難度が高くなる。本稿では、
方位詞の要素はさておき、まずこの二つの基本の動詞に初めて触れる学習者に
・問題：次の文を中国語に訳しなさい。
　弟は家にいません。
　正：弟弟不在家。　誤：a. 弟弟没有家。　b. 家里没有弟弟。
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対して、疑問文・肯定文を切り替える方法を使用して、解説を試みたい。
両者の違いについて、各参考書で紹介された説は、主に以下の二通りである。
①「～には～がある / いる」は「有」、「～は～にある / いる」は「在」。
② 構文が違う。「有」は「場所＋有＋非特定の人 / もの」、「在」は「特定の
人 / もの + 在＋場所」
どれも初心者にとってわかりやすい説明で、おおむねの練習問題もこれで解
答できるが、問題は上記の誤解答 b である。上記のルール①に従えば、このよ
うな誤解答が回避できるはず。しかし、b.文自体は中国語として適格であろうか。
ルール②に照準すれば、「有」の後に付く目的語は非特定である必要がある。特
定の人か物の所在を表現する場合は、「在」を使わなければならない。「弟」と
いう特定人物は、「有」の目的語にはなれない。つまり、b は非文である。
その反例、つまり「弟」が「有」の目的語になる例文として、「老家有我弟弟。」
（ふるさとには弟がいます）という文を、疑問詞質問文を付け加えて検証してみ
よう。以下の会話は、中国語としても日本語としても、何の不自然もないであ
ろう。
A：老家有谁？（ふるさとには誰がいますか？）
B：老家有我弟弟。（ふるさとには弟がいます。）
上記のルール①によって、ここには「有」を使うべきことがわかるが、B 文
の目的語の「弟」が特定されている。つまり、「有」の後に来る目的語は特定さ
れている場合もある。この「弟」について考えてみると、特定はされているが、
質問者にとっては知らざる存在で、それがゆえに問いを立てたのである。要す
るに、存在対象が特定か非特定かではなく、既知か未知かが重要である。上記
のルール②をこう書き換えれば、より初心者にとって適切な解説となるであろ
う。つまり、「有」は「場所＋有＋未知の人 / もの」、「在」は「既知の人 / もの
+ 在＋場所」で、おおよその区別がつく。
以上の説明から、存在対象が既知か未知かを判断する方法として、疑問文を
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用いるのも有効だと考えられる。例えば、以下の文を見比べよう。
c. 钱在口袋里。（お金はポケットにある。）
d. 口袋里有钱。（ポケットにはお金がある。）
それらの情報に対してそれぞれ質問する際、疑問文はこうなる。
c. ← e. 钱在䬟里？（お金はどこにある？）
d. ← f. 口袋里有什么？（ポケットに何がある？）
以下のような疑問文も文法上作れるが、日本語としても不自然であろう。
f. 什么在口袋里？（何がポケットにある？）
g. 䬟里有钱？（どこにお金がある？）
この問いの立て方からもわかるように、c の「钱」（お金）は既知の情報で、
d のそれは未知の情報である。
「在」と「有」について、張䆽䜾・玉岡（2016、2018）は、「在」構文を「空
間位置関係」に、「有」構文を「空間領属関係」にと分類し、方位詞使用の有無
および、これらの構文における名詞の有・無生性と定形・不定形について検証
を行い、両者の文型構造や存在対象が既知か未知かで学習者に理解させるのは
不十分だと指摘した。結論部には、「咖佔在䖂子上」（コーヒーは机の上にある）
を例に、「咖佔」を指示詞 “这 / 那”（この / その・あの）を伴わない不定形の
名詞とし、「主語が不定形である場合と主語が定形である場合は等質である」と
判断した。疑問文を作る方法で、この例文の情報に対して問いを立てると、「咖
佔在䬟里？」（コーヒーはどこにある）で聞くのは自然である。つまり、わざわ
ざ指示詞で定形化して、「那杯咖佔」（そのコーヒー）と強調しなくても、「コー
ヒー」は前後の文脈から、既知の情報であるに違いない。即ち、「在」構文では、
主語はかならず既知の対象でなければならないと考えられる。
要するに、初心者に所在を表す「在」と「有」の使い分けについて説明する
39
場合、構文上の相違点に加え、肯定文を疑問文に変える方法を用いて、存在対
象が既知か未知を体得させても有効であろう。
2．3　語順による意味の違い
ここにも、語順による意味やニュアンスの違いについて、疑問文を使う方法
で簡単に解釈できるかを試みる。
誤解答実例：
これは、時間副詞「刚」（～したばかり）の構文上の位置による誤解答である。
教科書や参考書には、副詞は動詞または形容詞の前に置くと書かれているのが
多い。動詞は「来」（来る）であり、「刚来」としがちだが、前置詞句「从餐馆」
（レストランから）があるため、時間副詞が述語部分全体の前に置くのが一般的
である。
一方、誤解答として提示した文は模範解答ではないが、必ずしも非文とは言
えない。時間副詞は時間名詞と違い、場所を表す前置詞句の後に来るケースも
ある。時間副詞の構文上の位置により、微妙なニュアンスの違いが生じてくる。
ここにも、疑問文を使う方法で、その位置による意味の違いを解説してみる。
「彼らはレストランから来たばかりです」の一文には、述語部分に二通りの情
報が含まれている。「レストランから」と「来たばかり」である。それぞれに対
して疑問文を作成すると、以下のような会話の場面が出てくる。
C. 他们刚从䬟里来？（彼らはどこから来たところですか？）
D. 他们刚从餐馆来。（彼らはレストランから来たところです。）
・問題：次の語句を正しい語順に並べ替え、日本語に訳してみよう。
　［从 来 刚 餐馆 他们］
　正：他们刚从餐馆来。　誤：他们从餐馆刚来。
　和訳：彼らはレストランから来たばかりです。
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E. 他们从餐馆来了多久？（彼らはレストランから来てどれぐらいですか？）
F. 他们从餐馆刚来。（彼らはレストランから来たばかりです。）
F 文は上記の文脈で使うことが可能である。D 文と F 文は、日本語の場合同
じ表現であるが、中国語の場合、時間副詞「刚」の構文上に位置により、前置
詞句部分が強調されるか、動詞部分が強調されるか、文のニュアンスが違って
くる。その微妙な意味合いを疑問文を提示することによって、初心者にもわか
りやすく解説できるであろう。
以上、中国語初心者がテキスト学習に入る際に、混乱しやすいと思われるポ
イントを 3 点抽出した。日本語は同じ表現であっても、中国語は動詞や副詞の
構文上の位置により、文のニュアンスが変わる。そのニュアンスの違いについて、
難解な文法解説ではなく、対象の疑問文を肯定文に直したり、肯定文を疑問文
とセットで説明したりして、体得してもらう方法を試みた。この方法で通用す
る他の文法項目がないか、今後の教育現場で実例収集を続けたい。
おわりに
外国語を教える現場では、ネイティブ教員にとって当たり前のことであって
も、初心者にはどうしてもうまく習得できない場合がある。筆者も授業が順調
に進行したかと思ったら、期末のアンケートでまだ授業内容がよく理解できて
いない生徒がいることがわかった。学習者の誤解答を分析し、その学習難点や
理由を理解した上で、初心者にも伝わるようなわかりやすい説明の仕方を工夫
する必要がある。本稿では、ピンイン習得およびいくつかの基本動詞・副詞の
使い方について、それぞれの学習難点に対する可能な対応策をまとめてみた。
初心者にとって中国語が難しく感じられる要因は、ほかにもまだたくさん存在
する。今後もこういった基礎的な学習難点に焦点を当てて実例を収集し、指導
の方法を工夫していきたい。
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註１）主に学習時間およそ 45 時間、一般大学の第二外国語における第一年度前期を修了予
定の学習者を指す。以下「初心者」とする。
２）教科書『語順から学ぶ中国語 1 改訂版』（朱捷・朱鳳著、白帝社、2015）の練習問題
に基づく。
３）網掛けは主母音。
４）馬鳳如（1997）によると、いわゆる間接学習法である。即ち母語の音を元にして、そ
の発音方法を少し変えて、声母をマスターする方法である。
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